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東海地域農林水産物等輸出促進協議会東海地域農林水産物等輸出促進協議会

農林水産物等輸出相談窓口農林水産物等輸出相談窓口

１１ 趣旨趣旨

２２ 活動内容活動内容

世界的な日本食ブームの中、アジア諸国の所得

向上を好機と捉え、日本の高品質な農林水産物・

食品（以下、「農林水産物等」という。）の輸出

促進は、「攻めの農政」の重要な柱の一つとして

位置づけられており、農林水産物等の輸出額を平

成２５年までに１兆円規模とすることが政府の目

標とされています。

このような背景の下、東海地域において、地方

公共団体、農業団体、関係機関等の連携強化を図

り、農林水産物等の輸出を促進することを目的と

して「東海地域農林水産物等輸出促進協議会」を

平成１９年９月に設立しました。

（１）農林水産物等の輸出に関する情報の収集及び

共有化

農林水産物等の輸出に関する情報の共有化を図るた

め、輸出関連情報を収集し、東海農政局ホームページ

等を活用して情報を提供。

（２）農林水産物等の輸出に関する普及・啓発活動の

実施

東海地域における輸出を促進するため、輸出関連情

報等の知識の向上を図るためのセミナーの開催、バイ

ヤーとの商談会の開催。

（３）農林水産物等の輸出に関係する機関・団体との

連携強化

輸出の課題及び阻害要因等の解決を図るため、情報

の収集・提供等を通じて、構成機関及び他関係機関と

の連携を強化。

（４）その他農林水産物等の輸出促進に関する事項の

実施

その他、輸出を促進する上で必要な事項については、

その都度協議し実施。
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東海農政局では、輸出に関して意欲ある農林漁業者・団体等からの相談を受け付けています。

〒４６０－８５１６ 名古屋市中区三の丸１－２－２

東海農政局 生産経営流通部 農産課内

受付時間 ：月～金 ９：３０～１７：００
（１２：１５～１３：００を除く）

ＴＥＬ ： ０５２－２０１－７２７１ （内線 ２４１５）
０５２－２２３－４６２２ （直通）

ＦＡＸ ： ０５２－２１８－２７９３

関係機関と連携して対応します！関係機関と連携して対応します！

貿易手続、契約条件、
保険代金決済、
国別制度・規制

問合せに対しては、「東海地域農林水産物等輸出促進協議会」及び他関係機関と連携を図ることに

より幅広く対応していきます。



干物

富有柿
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次郎柿

緑茶

大葉

全国における農林水産物等の輸出の現状と目標全国における農林水産物等の輸出の現状と目標

東海地域で輸出が期待される農林水産物等東海地域で輸出が期待される農林水産物等

名古屋港及び中部国際空港における
食料品輸出額の推移

注：空港移転のためH17.2までは
名古屋空港のデータである。

資料：通関統計

岐阜県
○一定の輸出が行われているもの

・富有柿・・・中国（香港）
・米（美濃ハツシモ）・・・中国（香港）

三重県
○今後主要輸出品目になりそうなもの

・ひもの・・・中国ほか東アジア地域
愛知県
○一定の輸出が行われているもの

・大葉・・・台湾
・鉢物（シンビジウム）・・・中国（広州、上海）
・緑茶・・・アメリカ、カナダ、ドイツ、イタリア
・次郎柿・・・中国（香港）、タイ

○今後主要輸出品目になりそうなもの

・アールスメロン・・・中国（香港）
・愛宕梨・・・中国（香港）、タイ

名古屋港

○２４時間荷役可能
○世界の約１５０の国や地域と

貿易で結ばれる

○国内五大港の中で輸出総額
及び輸出入総額で第１位

○１９年輸出実績
全 体：11兆7,112億円
食料品等：157億円(0.1%)

中部国際空港

○２４時間利用可能
○陸・海・空の高い交通利便性
○空港輸送の動向に応じ、

逐次施設の拡張が可能

○１９年輸出実績
全 体：1兆2,421億円
食料品等：10.4億円(0.1%)

◇輸出額の最近の推移と目標

◇輸出先国の分布（平成1９年） ◇輸出額の内訳（平成1９年）

◇輸出が伸びている主要品目（例）

※データは、財務省「貿易統計」による。H１９年輸出額は速報値である。

輸出額については、たばこ、アルコール飲料、真珠を除いた額である。
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単位：億円

台湾
１１％

韓国

１３％

香港
１８％

米国

１６％

中国
１３％

その他
１５％

シンガポール
２％

ＥＵ
５％

タイ
５％

加工食品

２４.４％

水産調整品
（びん缶詰など）

１３.２％

水産物

３３.２％

その他
農産物
１１.６％木材等

２.４％ 野菜・果実類
４.９％

穀粉、米等
５.１％

畜産品
５.２％

25年に１兆円規模

21年に6,000億円

H25H19（速報値） H21H18H17H16
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2,954億円

8,000

0

平成19年輸出額は、前年比16.0%増

品 目
H19年
輸出額

対前年
比

対Ｈ14年
比

備 考

米
（援助米を除く） 5億円 124% 244%

寿司などの日本食ブームを受けて、
台湾、香港、米国などで人気

りんご 80億円 140% 301%
台湾で、大玉のりんごが贈答品と
して人気

ぶどう 4億円 138% 669%
台湾、香港からの需要増により
増加

牛肉 20億円 312% 1547% 米国、香港向け輸出が本格化

鶏肉 9億円 302% 268%
もみじ（鶏足）等の需要増加により、
ベトナム向け輸出が増加

清涼飲料水 81億円 120% 178%
アラブ首長国連邦をはじめとして
日本特有の商品の需要が堅調

菓子 115億円 115% 175%
経済成長に伴うアジア諸国の購
買力の増加により輸出が増加

鉢物類、盆栽
類、植木類

52億円 224% 617%
中国等で、経済発展の影響で、高
級植木等の需要が増加した模様

製材 18億円 140% 140%
フィリピンや、木材輸入国である
韓国などからの引き合いが増加

ホタテ貝 127億円 125% 140%
生食用、フランス料理、中華料理
の高級食材として人気

かつお 81億円 164% 314%
加工原料としてタイ向け輸出が増
加

なまこ
（乾燥）

167億円 133% -
中華料理の高級食材として香港
で人気



農林水産物・食品農林水産物・食品 輸出輸出

編集・発行
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〒460-8516 名古屋市中区三の丸1-2-2

TEL 052-201-7271 （内線 2415）

FAX 052-218-2793

平成２０年３月作成

「東海地域農林水産物等輸出促進協議会」及び「農林水産物等輸出相談窓口」の

詳細については、東海農政局のホームページでご覧頂けます。

http://www.tokai.maff.go.jp


